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1. はじめに

水路部は，従来から火山噴火予知計画に基づいて，

海底火山及び火山島の定期的な巡回監視や測量船で

の調査により火山活動の基礎資料の整備を行ってい

る。また，平成2年度からは科学技術振興調整費で

製作した自航式ブイ「マンボウ」を使用して，測量

船による調査に危険が伴う海底活火山の地形調査を

実施している。

本報告では，平成 4年7月に測量船「昭洋（1990

総トン）」及び自航式プイにより実施した海徳海山の

海底地形調査の結果について紹介する。

2. 火山の概観及び活動歴

海徳海山は東京から南に約1,lOOkm，伊豆一小笠原

弧の中央を走る七島・硫黄島海嶺上の北緯26度，東

経141度付近に位置する比高約2,700mの海底火山で

ある（第 l図）。海山は 3つの峯からなり，南側にあ

る2つの峯はそれぞれ東海徳場，西海徳場と呼ばれ

ている（第 2図）（岩淵ほか，1994）。以前は，北硫

黄島付近海底火山と呼ばれていたが，近年，この付

近における調査が進むにつれ，現在では海徳海山と

北硫黄島北西2マイルに位置する「噴火浅根Jとに
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第 l図調査位置図
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第2図海底地形概略図 （岩測ほか， 1994)

日本活火山総覧では整理されている。

海徳海山の地質構造は，東側の裾野が第四紀及ぴ

鮮新世火山性堆積物で覆われているほかは，第四紀

までの火成岩類で構成されている （第 3' 4図）（登

崎ほか， 1989）。

最近の火山活動としては， 1984年（昭和59年） 3 

～6月に海底噴火を伴う大規模な海底火山活動が

あった（土出ほか， 1985：小坂，1992）。それ以前の

記録としては1543年（天文12年）に海底噴火があっ

たという報告があるが詳細は不明である（第 1表）。

1985年（昭和60年）以降は火山活動に伴う諸現象は

確認されていない。

海徳海山の噴火により噴出された軽石や周辺の火

山岩については，土出ほか （1985）が化学分析の結

果を報告している（第 2表）。 この分析値より海徳海

山からl噴出された軽石は非アルカリ岩に属するデイ

サイトであり，周辺で採取された火山岩は非アルカ

リ岩に属する玄武岩であった。

参考として，小坂ほか（1990a,b）がまとめた伊

豆 ・小笠原弧海域の海底火山噴出物及び周辺の岩石

についての化学組成を， LeBas et al. (1986）によ

る火山岩の化学的分類図に基づいて第 5図に示す。

3.調査の概要

調査は東海徳場を中心として東西3マイル四方の

海域を「マンボウjにより測深し，その外側 2マイ

ルを「昭洋」により測深した。 j~lj深には，「昭洋」の

精密深海用音響測深機及び「マンボウJの精密音響

測深機を使用した。主測線は東西方向に0.25マイル

間隔に設定し測深を実施した。

測位については，「昭洋」は複合測位装置，「マン

ボウ」は GPSでオ子った。
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凡 例 卜 : I Sb I層音響的IC透明な，鮮新世後期以後の遠洋性i佳政局。

／戸【『＼音響的 ＝＝＝二
, _____ i 散乱層 一一一一 IrI層音響層理の発達した，第四紀堆積層。

寸 ～～叫 凹 IrII庖音響層理のやや乱れた第四紀及び鮮新世火山性堆続層

1一 ～向斜軸 Eヨ 刊 層音響層理の発遥した中新世～鮮

～，＿..，.（~＝はZ定） ［［凹 X 日開。中新世以前の地層及び第四紀までの火成岩類。

第3園地質構造図 （登崎ほか， 1989)
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第4園地質構造断面図（萱崎ほか， 1989)
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第2表噴出岩石の化学組成（東京工業大学平林

第 1表海徳海山の火山活動記録 順一分析 ：土出ほか， 1985)

1543年（天文12年） 海底噴火 Pumice Rock 

1984年（昭和59年） 海底噴火：海水変色（1幅約10 SiO, 62.38 47.81 

km，長さ約50km以上），海面の
Al,O, 16.13 19.86 

Fe,O, 0.51 1.60 
盛り上がり，噴煙，軽石等の FeO 5.77 7.81 

噴出 MgO 1. 53 5.80 

1985年（昭和60年） 年数回航空機で観測している Cao 4.01 12.02 

～1993年12月（平成5年） が海水変色を認めていない
Na,O 5.16 1. 96 

K,O l. 35 0.40 

H,O+ l. 21 1.11 

H,o- 0.15 0.54 

TiO, 0.73 0.75 

MnO 0.23 0.21 

P,o, 0.26 0 .12 

Total 99.42 99.99 
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第6図海底地形図

4.調査結果

今回の調査は1984年（昭和59年）に噴火のあった

東海徳場を中心に測深を実施した。東海徳場の山休

東側斜面は緩傾斜をなしている。頂上付近（水深約

400m）は，径約 3kmの広範囲に渡り平坦な地形を形

成している。この平坦面の西端部には比高約250m,

最浅所の水深95mの高まりがみらる。高まりの位置

は1984年の噴火の際に測定された噴火点の位置とほ

ぼ一致することから，この高まりは当時の火山活動

によ ってできた新しい火口丘であると考えられる。

その他，頂上付近から水深約600mの尾根が西側に

伸びており，その先の西海徳場につながっている。

また，尾根の北側には谷地形がみられた（第 6図）。

5.おわりに

海底火山の精密な地形調査を行うには，高度な観

測機器を有する調査船を使用する必要があるが，活

動的な海底火山の場合，火口周辺海域での調査船に

よる調査は危険が伴うことから，自；航式ブイを用い

ることは非常に有効である。また，南方諸島の活動

的な海底火山については，海底地形図が整備されて

いないものも多く，順次調査を実施して行くこを検

討している。しかし，「マンボウ」については製作さ

れて10年を過ぎようとしていることから，浮体，搭

載機器の劣化あるいは老朽化が著しし維持してい
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くための予算確保も困難な状況となっている。代替

を含めた今後については調査の重要性を踏まえて，

十分検討していく必要があると考える。

最後に，この調査を実施した測量船「昭洋」船長

以下乗組員の方々には大変お世話になった。これら

の方々には深〈感謝したい。
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